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黒
野
校
区
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

気
持
ち
も
新
た
に
新
年

を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
今
年

も
校
区
で
、
一
四
九
名
の
皆
様
が
新
成
人
と
な
ら

れ
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆

様
も
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
晴
れ
て

大
人
の
仲
間
入
り
す
る
皆
様
に
は
、
権
利
が
あ
た

え
ら
れ
ま
す
と
同
時
に
義
務
も
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
社
会
人
と
し
て
、
大
き
く
成
長

さ
れ
日
本
の
将
来
有
望
な
る
皆
様
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
地
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
「
東
海
環

状
道
路　

西
廻
り
ル
ー
ト
』
の
工
事
は
着
実
に
進

み
つ
つ
あ
り
、
御
望
方
面
に
も
今
冬
か
ら
着
工
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
野
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
中
に
、
三
専
門
部
会
と
は
別
に
特

別
部
会
を
設
置
「（
仮
称
）Ｉ
Ｃ
周
辺
基
盤
整
備
部

会
」
で
昨
年
七
月
よ
り
、
十
七
名
の
委
員
で
十
回

の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
自
治
会
連
合
会
共
々

岐
阜
市
へ
昨
年
十
月
一
日
に
要
望
活
動
も
行
い
、

十
二
月
六
日
に
は
市
議
会
で
地
元
の
黒
田
育
宏
議

員
が
、
岐
阜
市
未
来
地
図
に
お
け
る
黒
野
地
域
の

位
置
付
け
等
に
つ
い
て
、
議
会
質
問
を
さ
れ
ま
し

た
。
岐
阜
大
学
、
附
属
病
院
、
薬
科
大
学
の
統
合
、

関
係
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
産
学
研
究
施
設

等
々
を
進
め
、
当
地
区
が
住
み
よ
い
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
地
域
と
し
て
の【
黒
野
】に
す
る
た
め
大
き

な
変
革
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
昨
年
一
年
皆
様
の
自
治

会
へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

黒
野
自
治
会
連
合
会　

会
長　

西
　
垣
　
　
　
薫

謹
賀
新
年 
令
和
二
年
新
春
に
当
た
り

　黒野校区の皆様、新年明けましておめでとう
ございます。幸多き新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。

　また今年も多くの皆様が輝かしい新春に成人式を迎えられることと
なります。心よりお祝い申し上げますとともに、社会人としての更な
る飛躍を祈念いたします。
　さて、2020年は待ちに待った東京オリンピック・パラリンピックが開
催される年でもあります。また、今年着工する岐阜県議会棟ととも
に2022年5月末には岐阜県新庁舎も完成する予定です。さらに、
2024年には東海環状自動車道西回りルートが全線開通を予定し、
黒野地区には（仮称）岐阜インターチェンジが開設されます。
　東海環状自動車道は、西濃地区、東濃地区を有機的につなげ
るだけでなく、三重県や愛知県など隣県とのつながりも強化され、
新たな人（ヒト）や物（モノ）の流れ、企業の進出や雇用の創出だけ
でなく、災害時にも有効に機能する幹線道路となります。そして黒
野地区が県都岐阜市の北の玄関口となり大きく変貌を遂げ、発展
するチャンスの時でもあります。この新しい時代を見据え、岐阜県と
のパイプ役として皆様とともに黒野地区がより魅力ある地域となるよ
う、取り組んでまいりますので、ご指導の程よろしくお願い申し上げ
ます。
　末筆ながら、今年一年の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上
げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

新 年 を 迎 え て
岐阜県議会議員　平 野 恭 子

　黒野地区の皆様、新年明けましておめでとう
ございます。よき新年をお迎えのことと、お慶び
申し上げます。また、今年も多くの若人が成人

式を迎えられ、大人の仲間入りをされます。新成人となられます皆
様、おめでとうございます。
　さて、昨年は、新天皇が即位され、新しい時代の幕開けとなりま
した。今年は、7・8月に56年ぶりに東京オリンピック・パラリンピック
が開催されます。また、10・11月には、岐阜県で初めての60歳以
上の方 を々中心とした全国健康福祉祭ぎふ大会（ねんりんピック）が
開催されます。今年も、大きなイベントが目白押しで明るい１年にな
るんではないでしょうか。
　さて、黒野地区を通過する東海環状自動車道では、昨年12月に、
大垣西インターチェンジと大野神戸インターチェンジ間が開通しました。
本年3月までには、山県インターチェンジと関広見インターチェンジ間
が開通見通しとなっています。後は、山県インターチェンジと大野神
戸インターチェンジ間のみとなります。そして、5年後には、その中間
に位置する（仮称）岐阜インターチェンジが開通見込みとなりました
が、その工事も順調に進んでおります。当地区にとって、このインター
チェンジ周辺のまちづくりが大変重要となってきます。そのまちづくり
の諸課題を、皆様とともにしっかりと取り組んで参ります。
　最後になりましたが、今年1年の皆様のご健勝とご多幸をお祈り
申し上げ、新年のご挨拶といたします。

謹賀新年　新成人を祝う
岐阜市議会議員　黒 田 育 宏

東海環状道　黒野地域近況　国土交通省提供　令和元年11月25日撮影
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九
月
十
六
日（
祝
）黒
野
小
学
校
に
お
い

て
敬
老
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
よ
り
敬
老
祝
賀
会
招
待
者
は
満
八
十

歳
か
ら
と
な
り
会
場
の
入
り
は
少
し
寂
し

い
感
じ
で
し
た
が
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
事
務
局

　

令
和
元
年
十
月
二
十
七
日
の
朝
、
駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す

る
巨
大
地
震
発
生
、
岐
阜
市
は
震
度
六
強
を
観
測
、
市
内
各

所
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
事
を
想
定
、
ま
た
最
近
台
風

の
被
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
訓

練
を
実
施
し
地
域
住
民
、
消
水
防
団
、
役
所
等
関
係
者
約

七
百
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
、「
私
に
は
関
係
無
い
」

と
い
う
事
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
各
自
が
心
し
て
防
災
に
つ
い

て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
自
主
防
災
副
隊
長

堀
田
啓
二

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
野
自
主
防
災
隊
内　

黒
野
市
民
消
火
隊
は
、

平
成
十
七
年
四
月
発
足
以
来
、
黒
野
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
北
西
角
を
起
点
と
し
黒
野
地
域
の
皆
様
方
の

安
心
、
安
全
を
守
る
べ
き
を
心
構
え
と
し
、
隊
員

一
同
毎
回
可
搬
ポ
ン
プ
等
の
放
水
訓
練
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
、
令
和
二
年
を
迎

え
一
層
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
隊
員
一
同
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
共
皆
様
方
の
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
市
民
消
火
隊
隊
長　

伊
原
　
透

P
T
A
会
長　

牧
野
聖
仁

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
黒
野
校
区
の
皆
様
に
は
日
頃

よ
り
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
作
り
、
安
全
な
通
学
路
の
確
保

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

黒
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
今
年
度
も
家
庭
教
育
学
級
と
し

て
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
ク
等
多
く
の
保
護

者
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
10
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
親
子

校
内
清
掃
活
動（
ク
リ
ー
ン
活
動
）に
は

１
ク
ラ
ス
あ
た
り
７
名
程
度
、
全
体
で

は
１
０
０
名
近
く
の
保
護
者
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
日

頃
子
ど
も
達
が

ど
ん
な
環
境
で

勉
強
に
励
ん
で

い
る
か
も
見
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
子
ど
も
達
が
の
び
の
び
育
つ
環
境

作
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
校

区
内
の
皆
様
に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ニコニコウォークで歩く児童、保護者ら

西垣連合会長挨拶

余興のフラダンス倒壊家屋からの救出訓練 煙体験・イヌは嫌だワン

水防団による土の
う作り訓練

黒
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

黒
野
市
民
消
火
隊

令
和
元
年
度
　
黒
野
校
区
敬
老
祝
賀
会
開
催

令
和
元
年
度  

黒
野
地
域（
総
合
）自
主
防
災
訓
練

ご臨席の
来賓各位
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令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

令
和
元
年
十
月
六
日

運
動
場
に
各
町
内
の
テ
ン
ト
が
ず
ら
り
と
並
び
、
黒
野
消
防
団
の

梯
子
乗
り
演
技
、
岐
阜
大
学
医
学
部
の
担
架
リ
レ
ー
等
の
競
技
に
、

幼
児
・
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
黄
組
の
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

会
の
運
営
に
当
た
っ
て
頂
い
た
、
自
治
会
・
各
町
内
体
育
委
員
・

各
種
団
体
等
の
皆
々
様
の
、
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
六
月
九
日　

五
十
三
組　

二
一
二
名
参
加

残
念
な
が
ら
、
途
中
か
ら
雨
の
た
め
ハ
ー
フ
の
成
績
で
す
。

団
体　

優　

勝　

下
鵜
飼
第
三
C
チ
ー
ム

　
　
　

準
優
勝　

下
鵜
飼
第
三
A
チ
ー
ム

　
　
　

三　

位　

第
二
千
成
A
チ
ー
ム

個
人　

優　

勝　

松
井　
　

稔（
下
鵜
飼
第
三
A
）

　
　
　

準
優
勝　

山
本　

雅
章（
下
鵜
飼
第
三
C
）

　
　
　

三　

位　

高
井　

俊
郎（
五
月
町
）

令
和
元
年
九
月
八
日　

十
一
団
体　

九
二
名
参
加

団
体　

優　

勝　

青
少
年
市
民
会
議
A
チ
ー
ム

　
　
　

準
優
勝　

白
寿
会
C
チ
ー
ム

　
　
　

三　

位　

自
治
会
連
合
会
B
チ
ー
ム

令
和
元
年
十
月
二
十
日　

五
十
二
組　

二
〇
八
名
参
加

団
体　

優　

勝　

下
鵜
飼
第
二
B
チ
ー
ム

　
　
　

準
優
勝　

鵜
飼
団
地
B
チ
ー
ム

　
　
　

三　

位　

下
鵜
飼
第
四
A
チ
ー
ム

個
人　

優　

勝　

能
上
真
喜
子（
下
鵜
飼
第
三
C
）

　
　
　

準
優
勝　

柳
川　

武
夫（
下
鵜
飼
第
三
A
）

　
　
　

三　

位　

船
戸　

勝
利（
下
鵜
飼
第
二
B
）

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日　

三
七
〇
名
参
加

黒
野
小
学
校
か
ら
黒
野
城
跡
ま
で
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
八
日　

七
町
内
二
一
名
参
加

こ
の
競
技
は
、
岐
阜
市
が
普
及
を
推
進
し
て
い
る
簡
単
な
競
技
で

す
。
来
年
度
か
ら
、
黒
野
校
区
町
内
対
抗
大
会
に
す
る
予
定
で
す
。

　
令
和
元
年
度
の
行
事

も
、
対
抗
卓
球
大
会
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
度
も
各
大
会

に
、
皆
様
方
の
ご
参
加

ご
協
力
誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
体
育
振
興
会

第
三
十
七
回
　
黒
野
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
三
十
七
回
　
黒
野
校
区
市
民
大
運
動
会

第
五
回
　
各
種
団
体
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
三
十
八
回
　
黒
野
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
四
十
八
回
　
黒
野
校
区
歩
け
歩
け
運
動
大
会

第
三
回
　
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

岐
阜
市
黒
野
地
域
青
少
年
育
成
市
民
協
議
会
は
、
岐
阜
県
よ
り

「
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

黒
野
小
学
校
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
か
ら
放
課
後
子
ど
も
教

室「
黒
野
っ
子
ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
、
児
童
と
学
校
体
育
館
で
と
も

に
遊
び
、
運
動
を
す
る
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
で
行
う
活
動
を
支
え
て
い
る
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
感
謝
し
、
今
後
も
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る

環
境
を
整
備
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は

個
人
の
部
九
四
名
、
団
体

の
部
三
八
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
六
日（
土
）・
二
十
七
日（
日
）の
両
日
、
今
年
も
「
黒

野
会
館
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
十
四
の
団
体（
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
）か
ら
、

日
頃
の
活
動
で
制
作
し
た
作
品
等
が
出
品
さ
れ
、
参
観
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
二
日
目
の
午
後
か
ら
行
わ
れ

た
舞
台
発
表
で
は
、
十
一
の
団
体（
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
）が
、

日
夜
練
習
さ
れ
た
成
果
を
見
事
に
発
表
さ
れ
、
参
観
者
か
ら
温
か

い
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
は
、
岐
阜
大
学

医
学
部
室
内
合
奏
団
の
演
奏
と
参
観
者
の
大
合
唱
で
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
よ

い
二
日
間
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
体
験
会
に
は
、
次
年
度

の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
候
補
生
を
迎
え
ス
ラ
イ
ム
作
り
や

ゲ
ー
ム
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
作
り
。
十
二
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ス
会
を
開
き
、

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
各
班
ご
と
に
別
れ
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

四
月
の
開
講
式
の
頃
は
、緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

今
で
は
笑
顔
や
仲
間
と
協
力
し
あ
う
姿
を
多
く
見
る
こ

と
が
出
来
、
役
員
一
同
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
も
閉
講
式
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
一
段
と
成
長
し
た
子
ど
も
を
見
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

校
区
の
皆
様
、
本
年
も
育
成
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会
便
り

令
和
元
年
度

「
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援
賞
」受
賞

黒
野
会
館
ま
つ
り
開
催

体
育
振
興
会
会
長
　
笹
田
良
司

子
ど
も
会
育
成
会
会
長  

森  

美
和
子

黒
野
地
域

青
少
年
育
成
市
民
会
議
会
長

工
藤
　
治
示

黒
野
会
館
職
員  

永
尾
　
昌
弘
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●
岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会

　

会
長
感
謝
状

　

自
治
会
長　

十
年
在
任

 

西
垣　
　

薫

●
岐
阜
市
長
感
謝
状

　

自
治
会
長　

十
年
在
任

 

西
垣　
　

薫

●
岐
阜
市
長
感
謝
状

　

自
治
会
長　

十
六
年
歴
任

 

野
々
村　

文
彦

　

内
助
の
功 

野
々
村　

美
恵

●
岐
阜
市
長
感
謝
状

　

自
治
会
長　

六
年
歴
任

 

戸
本　

攝
郎

●
岐
阜
市
長
感
謝
状

　

自
治
会
長　

六
年
歴
任

 
浅
野　
　

浩

●
岐
阜
県
地
域
子
ど
も
支
援
賞

　

岐
阜
県
知
事
表
彰（
団
体
）

　

子
ど
も
支
援　

十
三
年
継
続

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議

 

会
長　

工
藤　

治
示

●
岐
阜
市
市
民
参
画
賞

　

少
年
補
導
員　

十
二
年
在
任

 

川
島　

貞
夫

令
和
元
年
度

被
表
彰
者
感
謝
状
等
受
賞
者

（
す
べ
て
の
方
敬
称
略
）

◦
五
月
二
十
一
日

　

青
パ
ト
運
転
者
講
習
会
開
催

（
黒
野
会
館
一
〇
八
名
）

◦
五
月
三
十
日
を
中
心
と
し
て

　

町
内
清
掃
ご
み
ゼ
ロ
運
動
実
施

黒
野
地
域
三
十
二
町
内
参
加

◦
六
月
一
日

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
野
支
部
参
加

　
「
中
山
女
史
記
念
館
」高
山
市

連
合
会
役
員
参
加

◦
八
月
四
日

　

東
海
環
状
自
動
車
道

　
（
仮
称
）城
田
寺
ト
ン
ネ
ル　

現
場
視
察
見
学
会

◦
八
月
五
日

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
会
放
送

　

記
念
日
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
共
催

◦
九
月
十
六
日　
　
　

　

黒
野
地
域
敬
老
祝
賀
会
開
催

　
　
（
黒
野
小
学
校
体
育
館
）

　
　
　
（
出
席
者
三
二
七
名
）

◦
十
月
二
十
七
日

　

黒
野
地
域
全
ブ
ロ
ッ
ク
総
合

　

防
災
訓
練
実
施

　
　
　
　

訓
練
参
加
者
五
四
七
名

◦
十
一
月
十
七
日
を
中
心
に

　

町
内
清
掃
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー
実
施

　
　

黒
野
三
十
二
町
内
と
小
学
生
、

　
　

中
学
生
も
参
加

◦
令
和
元
年
度

　
『
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
会
』

　
　

開
催
日
・
場
所

　
　

令
和
二
年
一
月
十
二
日(

日)

　
　

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
席
予
定
者　

九
一
名

令
和
元
年
度

黒
野
自
治
会
連
合
会
の

主
要
行
事（
平
成
三
十
一
年
四
月
よ
り
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

井

上

拓

哉

小

田

裕

太

W
A

R
D

A

岡

野

将

史

梅

原　
　

輝

伊

藤

梨

乃

萩

山

悠

人

久

世

有

紀

階

戸　
　

弾

二

宮

紹

子

高　

崎　

日
向
子

直

井

陽

奈

勝

本　
　

誠
MUHAMMAD FIRDAUS

BIN DAUD
NURUL SYUHADA
BINTI ABDUL LATIF

山

崎

太

輔

中

村

悠

也

鈴

木

健

人

芦　

谷　

奈
那
美

早

田

亜

実

神

山

千

鶴

川

澄　
　

光

奥

田

日

和

岸

本

彪

雅

清

水　
　

葵

新

井

美

久

RENI HARDIYANTI 

霜   　

愛

葉

HAM
M

AD HOULA

谷

藤

友

昭

玉

木

愛

美

戸　

川　

奈
都
子

林　
　

綾

乃

神

田

光

輝

山

田

百

香

高　

橋　

佐
那
人

二

神　
　

颯

恒

川

真

緒

関

谷

龍

人

大

塚

彩

菜

長

岡

真

希

柴

田

真

奈

島

部　
　

晃

河

合

星

那

山

田

慈

恩

野

村

香

月

池

田　
　

純

田

村

亮

太

臼

井

星

架

ラ
ハマ
ン
ラ
イ
ア
ヌ
ル

梅

田

賢

一

日

比

淳

平

白

木

翔

大

二

村

舞

香

谷

藤

芽

衣

上

杉

捺

々

小

山

凌

平

貝

沼

孝

紀

井
戸
澤　
　
　

篤

郷　
　

綾

太

上

野

貴

翔

郷　
　

宜

礼

白

木

孝

樹

藤

井

大

智

関

口

黎

美

武

藤

遥

河

池　

田　

竜
一
郎

加

藤

智

大

杉

山

和

央

N
G

U
Y

E
N

 L
E

H
O

A
N

G

伊　

藤　

明
日
翔

野
々
村　

慧　

祐

信

田

剛

輝

大

谷

聖

也

金

森

美

咲

金

森

美

里

門

田

悠

斗

野
々
村　
　

航

山

岸　
　

淳

北

吉

歩

希

中

嶋

璃

子

渡

辺

聡

史

井

上

登

麻

八

幡

有

輔

所　
　

伊

織

野

村

菜

月

新

井

優

人

大　

野　

ひ
か
る

松

井

優

奈

松

井

咲

保

大

森

聖

加

富

田

真

由

大

野

勇

介

田

辺

列

兆

大

野　
　

航

鈴

木

晃

規

長

尾

駿

汰

佐
々
木　

健
太
郎

島

塚

栄

輝

松　

井　

菜
々
子

村

瀬

雅

則

森　
　

絢

菜

高

橋

理

歩

村

瀬

柚

月

佐

村

啓

人

岩

谷

侑

亮

藤

井

唯

菜

藤

井

美

乃

松

久

緩

南

佐

藤

隆

紀

武

藤

大

和

中

富

陸

斗

郷　
　

直

樹

安

江

優

人

小

縣

拓

海

高

田

侑

希

溝　

口　

あ
や
ね

山

本　
　

洋

鷲

見

陽

美

玉

木

萌

愛

藤

井　
　

歩

大

迫

祐

貴

五
十
里　

美　

穂

野

崎　
　

愛

西

村

颯

真

野

口　
　

凌

佐

藤

実

結

遠

山

幸

希

竹

元

果

純

鷲

見

謙

斗

西

垣

厚

輝

高

木

七

実

竹

中

絢

音

小

丸　
　

奏

片

部　
　

遥

加

藤

奨

大

横

山

賢

人

進

藤　
　

竜

井

川　
　

澪

松

野

寛

生

塚

原

裕

太

畔

蒜

亜

美

黒

木

晴

菜

山　

田　

奈
々
美

塚

本

菜

月

入

江

涼

音

松　

井　

沙
也
加

廣

瀬

瑠

衣

柴

田

澪

苑

足

立

英

稀

鈴

木

雅

貴

令和元年度 『新成人を祝い励ます会』開催
令和2年1月12日（日）午前10:30〜　西部コミュニティセンター

成人式招待者149名（出席予定者91名）　令和元年12月1日現在
※該当者は、平成11年4月2日から翌年の平成12年4月1日までに生まれた方です。

編 

集 

後 

記

　

令
和
元
年
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。
昨
年
は
台
風
に
よ
る
大
雨
に
よ

り
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま

し
た
。
被
災
地
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
は
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を

願
い
黒
野
自
治
会
連
合
会
の
諸
行
事
を

進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
年
度
末
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ
投

稿
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
厚
く
お

礼
申
し
ま
す
。

　
　
　

自
治
会
連
合
会

事
務
局
長　

澤
島
勝
美
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第  36  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

　

社
協
で
は
、
自
治
会
連
合
会
の
役
員
と

筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、「
高
齢

者
介
護
予
防
教
室
」
を
5
月
11
日（
土
）に

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
の
大
野
弥
生
先
生
の

講
演
で
、
9
月
28
日（
土
）に
岐
北
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
内
山
恵
子
先
生
の
講
演
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

身
体
は
老
化
す
る
が
、
筋
肉
は
老
化
し

な
い
、
筋
肉
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
退
化
す

る
。
特
に
、
足
腰
の
退
化
は
著
し
い
、
黒

野
の
皆
様
が
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
散

歩
な
ど
に
よ
り
元
気
で
長
生
き
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
、
高
齢
者
介
護
予
防
教

室
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

高
齢
者
介
護
予
防
教
室

5月11日（土）

9月28日（土）



第 36 号 令和2年1月1日　（6）く ろ の 社 協 だ よ り

総額 171,500円総額 171,500円総額 171,500円
みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

　

令
和
元
年
度「
日
本
赤
十
字
社
募
金
」

「
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
」「
歳
末
助
け

合
い
募
金
」
等
に
、
各
自
治
会
を
は
じ

め
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
各
法
人
、
企
業
、
商
店
に
募
金
活

動
を
行
っ
て
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

●
協
賛
協
力
企
業
商
店
様

久
世
工
業
、
㈲
岐
大
前
不
動
産
、
㈱

ゲ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
寿
司

処
勘
兵
衛
、
立
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
丸

幸
製
菓
㈱
、
岐
大
建
設
㈱
、
島
部
呉

服
店
、
中
部
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
、
三
新
硝
子
㈱
、
宇
野
商
会
、

宇
野
靖
子
、
市
川
睦
英
税
理
士
事
務

所
、
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｅ
、
㈲
棚
橋
保
険
事

務
所
、
建
友
設
備
、
武
川
電
機
、
小

河
建
設
㈱
、Ｇ
Ａ
設
計
事
務
所
、野
々

村
医
院
、㈱
ハ
イ
シ
ョ
ッ
プ
ふ
じ
た
、

西
村
歯
科
医
院
、
戸
川
新
聞
店
、
喫

茶
シ
ャ
ロ
ム
、
皆
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

久
世
商
事
有
限
会
社
、
河
合
保
険
調

剤
薬
局
、
喫
茶
た
い
よ
う
、
㈱
杉
山

興
業
、
同
和
建
設
、
ナ
オ
ミ
美
容
室
、

㈲
新
茂
重
建
、
新
光
電
機
工
業
㈱
、

ひ
ろ
せ
内
科
、
岐
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ベ
ン
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、
三
洋
化

学
㈱
、
堀
川
、
今
井
モ
ー
タ
ー
ス
、

山
源
商
店
、
黒
野
自
動
車
、
㈱
マ
イ

ン
ド
松
井
、
テ
ル
ミ
ー
美
容
室
、
國

島
タ
バ
コ
店
、
平
野
薬
局
、
貴
久
家
、

㈱
た
か
さ
ご
、
華
井
プ
ラ
工
業
㈲
、

杉
山
光
子
、
㈱
む
つ
み
、
民
生
委
員

一
同

以
上

（
順
不
同
敬
称
略
）

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
主
催
の
『
親
子
ふ
れ

あ
い
教
室
』
が
黒
野
会
館
・
黒
野
児
童
館
と
黒

野
こ
ど
も
園
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。『
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
』
は
0
歳
児
の
教
室
で
す
が

こ
の
ほ
か
に
も
、
1
歳
児
、
2
歳
児
の
教
室

も
あ
り
ま
す
。

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
子
育
て
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
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第  13  号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

第6回　黒野ラジオ体操会を開催
開催日　8月5日（NHK夏期巡回ラジオ体操会開催記念日）

　

今
年
は
、
お
天
気
の
心
配
も
な
く
早
朝
か
ら
黒
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
8
5
0
名
も
の
参
加
者
が
集
合
し
、
西
垣
会
長
の
挨
拶
の
後
、
日
本
ラ

ジ
オ
体
操
連
盟
の
宮
島
恵
子
先
生
、
小
椋
輝
美
先
生
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
基

本
を
ご
指
導
し
て
頂
き
6
時
30
分
か
ら
会
場
い
っ
ぱ
い
元
気
に
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
平
野
県
議
様
、
黒
田
市
議
様
、
古
田
小
学
校
校
長
先

生
の
他
多
数
の
先
生
方
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
６
回「
黒
野
歴
史
探
訪
」

　

黒
野
町
、岐
阜
の
鵜
飼
発
祥
の
地
、下
鵜
飼
、小
野
の
歴
史
め
ぐ
り

　

6
月
16
日
、
第
6
回
黒
野
歴
史
探
訪
を
開

催
し
ま
し
た
。
黒
野
城
跡
公
園
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
下
鵜
飼
・
普
明
院
の
仏
画
見
学
、
鵜

飼
発
祥
の
地
と
考
え
ら
れ
る
「
古
い
根
尾
川
」

筋
の
見
学
、
加
藤
貞
泰
公
が
再
興
し
た
小
野
・

正
法
寺
の
見
学
と

約
3
時
間
の
歴
史

め
ぐ
り
で
し
た
。

今
回
も
黒
野
城
と

加
藤
貞
泰
公
研
究

会
の
皆
様
に
お
世

話
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
49

名
で
し
た
。

黒野まちづくり協議会に新規に
「IC周辺基盤整備部会」準備会が

発足しました
　仮称「岐阜インターチェンジ」周辺は、2024
年東海環状自動車道全線開通に向けて、現在、
建設土木工事が真っ盛りの状況です。反面、
岐阜インターチェジの周辺整備は、最低限必
要となるアクセス道路の整備が進められてい
るのみで、周辺の基盤整備やまちづくりの課
題は取り残されているのが現状です。そこで
地元である黒野地域としてこの問題に取り組
み、岐阜市と協力して前進を図ろうとするも
のです。　皆様がこの課題に関心を持って見
守って頂くようお願いします。
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地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」が

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
欄
で
は
、

自
治
会
連
合
会
や
各
種
団
体
の
ホ
ッ
ト

な
情
報
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
発
信
さ
れ

発
信
件
数
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
頂
い
て
い
る
方

も
増
え
て
き
て
い
て
、こ
の
1
年
で
は
、

H
P
訪
問
者
2
，4
0
0
名
、
ア
ク
セ
ス

件
数
4
，6
0
0
件
、
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

1
2
，0
0
0
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
て
少

し
ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
私
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し

て
、
育
て
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

「
夕
涼
み
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
活
動

　

昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
7

月
28
日（
日
）に
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
各
種
団
体
や
P
T
A
の

皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
焼
き
そ
ば
、
か

き
氷
、
み
た
ら
し
団
子
等
10
の
ブ
ー
ス

の
他
お
化
け
屋
敷
、
風
船
ヨ
ー
ヨ
ー
、

遊
び
広
場
等
9
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
の
５
時
に
は
、
浴
衣
姿

の
小
学
生
や
親
御
さ
ん
が
大
勢
来
場
し

て
頂
き
、
大
変
盛
況
な
夕
涼
み
会
で
し

た
。
ま
た
、
80
名
も
の
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
く
れ
、
遊
び
広
場

や
風
船
ヨ
ー
ヨ
ー

の
お
手
伝
い
や
会

場
の
ゴ
ミ
の
収
集

な
ど
協
力
し
て
頂

き
大
変
助
か
り
ま

し
た
。

「
地
域
の
防
災
施
設
見
学
会
」を
実
施

　

7
月
14
日（
日
）地
域
の
防
災
施
設
等

の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
①
蛭
川
樋

門
は
、
板
屋
川
が
増
水
時
に
逆
流
を
防

止
す
る
も
の
で
黒
野
水
防
団
が
管
理
さ

れ
て
お
り
森
口
水
防
団
長
か
ら
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
②
新
堀
川
排
水
機
場

は
、
増
水
時
に
新
堀
川
へ
集
ま
っ
た
水

を
伊
自
良
川
へ
4
台
の
ボ
ン
プ
で
排
水

し
ま
す
。
当
日
は
、
国
交
省
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所
の
内
田
課
長
様
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
③
共
和
町
公
民
館

の
南
側
に
黒
野
水
防
団
水
防
倉
庫
・
詰

所
が
あ
り
ま
す
。
森
口
水
防
団
長
か
ら

日
頃
の
訓
練
や
増
水
時
の
監
視
活
動
等

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
④
防
災
倉
庫

（
小
学
校
校
庭
）は
、
災
害
時
に
備
え
る

資
機
材
が
保
管
さ
れ
て
お
り
毎
年
そ
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
見
学
を
終

え
て
、
多
く
の
方
々
が
防
災
の
た
め
努
力

し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
勉
強
会
」を
開
催

　

6
月
5
日
、
岐
阜
市
都
市
防
災
部
の

長
谷
川
副
主
査
に
講
師
を
お
願
い
し
、

岐
阜
市
で
作
ら
れ
た
総
合
防
災
安
心
読

本
の
中
に
あ
る
黒
野
地
域
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
安
心
読
本
に
あ
る
地

震
、
洪
水
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
住
ん
で
い
る
場
所
の
予
測
さ
れ

る
災
害
状
況
を
知
っ
て
、
予
め
住
民
一

人
ひ
と
り
が
防
災
・
減
災
に
準
備
し
て

お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
治
会
長
、
自
主
防
災
隊

総
代
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
部
会
員
で

65
名
が
参
加
し
ま
し
た
。


